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2016 年 11 月 24 日 

サンケイビルグループのグループ会計システムとして 

ProActive E2 が採用 

～ 20 年以上稼働した旧システムからの刷新 

経営指標のタイムリーな把握による意思決定支援を目指す ～ 

ＳＣＳＫ株式会社（本社：東京都江東区、代表取締役社長：谷原 徹、以下 ＳＣＳＫ）は、株式会社サンケイビ

ル（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：飯島 一暢、以下 サンケイビル）を含む、サンケイビルグループ

のグループ会計システムとしてＳＣＳＫの ERP パッケージ「ProActive E2」が採用され、本格稼働したことをお知

らせします。 

なお、本システムへの移行により、2016 年度の半期決算における集計作業で、経理部門の時間外労働時間

が 16％削減できました。 

１．背景 

事業ポートフォリオの拡充と収益の向上を目指し、ビル事業・住宅事業・シニア事業・ホテルリゾート事業を事

業の柱と位置づけ、内外の社会経済環境の変化に即した新しいビジネスモデルの創造にグループ一体となっ

て取り組むサンケイビルでは、20 年以上にわたりオフコンで稼働していた旧システムの老朽化に伴い、以下の

課題を抱えていました。 

・税法改正や会計基準の変更などへの対応が困難 

・制度対応を手作業で対応することにより、業務プロセスが煩雑となり、業務効率が低下 

・データ出力などの機能が十分でなく、経営者が意思決定に資するシステムとして十分に活用できない 

２．新システムの選定ポイント 

上記の課題を解決するため、サンケイビルでは、グループ会社のうち 6 社について新しいグループ会計シス

テム導入の検討を開始しました。ＳＣＳＫは、サンケイビルの課題を踏まえ、「ProActive E2」による新システムを

提案し、以下の点が評価され、選定されました。 

・新システムに求められる要件に対する適合率が高く、他の検討システムと比較し、評価が高かったこと 

・制度対応などの環境変化へ追随できることに加え、経営状況の面で、ＳＣＳＫの企業としての信頼度の高さ 

から、長期にわたり利用することが可能なシステムであること 

・経費精算などの入力時に、勘定科目を意識することなく登録できること 

・蓄積された情報を全て出力することができ、非定型レポートの作成や表計算ソフトによる数値確認など、 

業務効率が改善されること 
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３．導入後の効果 

導入はスケジュール通りに進み、2016 年 4 月に本番稼働を迎えました。 新システム稼働から 7 ヶ月が経過

し、以下の導入効果が得られています。 

・2016 年度の半期決算における集計作業で、経理部門の時間外労働時間を 16％削減 

・最新の会計基準や法制度へのシステム対応を実現 

・データの二次活用による経営資料などの作成効率の向上 

・業務システムの統合により二重入力を廃止したことで、システム入力負荷を軽減 

・消費税の課税、非課税、免税といった区分別の計上により、正しい税額計算が不要に 

・監査時に監査法人へシステムを公開することで、監査対応工数を削減             など 

 

サンケイビル様のコメント 

「ProActive E2」の本番稼働により、当社のシステム導入目的である「激しい環境変化に対応する柔軟なシス

テム」「業界特有の経営管理指標を活用した経営管理環境の整備」「情報管理の一元化と共有化による業務全

体の効率化」の実現に向けた、新たな会計システムを構築することができました。 

減損会計をはじめ、手作業で対応していた会計基準がシステム化されたことにより、業務効率の改善と属人

化の解消を図ることができています。また、新システムに対する社内の評価は良好で、より深く活用したいとい

う意欲も高まりつつあることから、システム習熟度の向上により、さらなる効果を発揮できる手応えを感じていま

す。 

株式会社サンケイビル 

経理部 部長 須藤 東 

 

社 名 株式会社サンケイビル 

設 立 昭和 26 年 6 月 11 日 

従 業 員 数  146 名（平成 28 年 3 月 31 日現在） 

事 業 内 容 1.不動産の賃貸事業 

2.不動産の取引事業 

3.土木、建築工事の設計、監理及び請負 

4.不動産の管理及び鑑定業 

5.有料老人ホーム等の経営、企画、運営及び介護サービス事業 

6.演劇、映画等各種イベントの企画、実施並びに貸会場の経営 

7.飲食店の経営 

8.ホテルの経営 

9.総合リース業及び美術品の売買並びに美術品の仲介斡旋 

10.特定目的会社、特別目的会社（財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する 

規則に定める会社）及び不動産投資信託に対する出資並びに出資持分の売買、 

仲介及び管理 

11.前記各号に附帯または関連する一切の事業 
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本件に関するお問い合わせ先 

【製品・サービスに関するお問い合わせ先】 

ＳＣＳＫ株式会社 ProActive 事業本部 

TEL 東京：03-3570-5380  名古屋：052-209-7007 

大阪：06-6833-2618  福岡：092-472-5800 

 

【報道関係お問い合わせ先】 

ＳＣＳＫ株式会社 

広報部 牧野 

TEL：03-5166-1150 

 

※掲載されている製品名、会社名、サービス名はすべて各社の商標または登録商標です。 


